
各事業における施設（ハード）の必要性と機能（ソフト）の在り方 検討シート 
 

姉妹都市交流事業における 

 施設（ハード）の必要性 

 ⇒機能（ソフト）の在り方 

【必要】 

（今後２６年間） 

【不要】 

代替事業の

必要性 

（別途予算が必要） 

【必要】 

 ・佐久穂町の民間宿泊施設の利用助成 

 ・民間の交流事業に対する費用助成                   など 

【不要】 

－ 

林間学校事業 
（セカンドスクール事業）における 

 施設（ハード）の必要性 

 ⇒機能（ソフト）の在り方 

【必要】 

（今後２５年間） 

【不要】 

代替事業の

必要性 

（別途予算が必要） 

【必要】 

 ・民間施設や他市の施設を利用 

 ・宿泊施設の用意等含めた業務委託                   など 

【不要】 

－ 

保養事業における 

 施設（ハード）の必要性 

 ⇒機能（ソフト）の在り方 

【必要】（２施設） 

 

 

 

                                          など 

（１施設） 

         ＋ 

 

 

         ＋ 

                   など 

 

         ＋ 

 

 

         ＋ 

                   など 

【不要】 

代替事業の

必要性 

（別途予算が必要） 

【必要】 

 ・ホテル・旅館の数室を年間で借り上げ、市民の利用に供する借上保養施設 

 ・他市施設の協定利用                         など 

【不要】 

－ 
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